
▲外国語指導助手
　マシュー・ラッセルさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　僕は剣道をしています。この間自分の先生の稽古
　　　　　　　　　　　　　　　　を見て、すごく驚きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　先生の相手は８段の先生でした。僕の先生はとて
　　　　　　　　　　　　　　　　も強いのですが、その２人の稽古を見ながら、先生
は何十年も頑張っているのに、その８段の先生と一緒に稽古している姿は、子どものよ
うに見えました。当然、僕はまだまだ未熟です。まだ子どもですから。たぶんその先生
と一緒に稽古したら、まだ生まれたばかりの幼子のような気がします。自分の命が終わ
るまで頑張っても、まだまだ足りないと思います。
　つまり、こんなに成長できることもあると思います。例えば、反省をしてみると、そ
ういうことは剣道だけではないと思います。何でもその上があります。僕はそんなに弱
いのかと思ったら、ちょっと悔しいですが、ほんとは感謝することだと思います。そん
なに上があるのなら、毎日頑張れば、頑張るおかげで、毎日もっと強くなれます。今か
ら何年たっても、僕はまだまだ子どもだと思います。それはとても幸せなことですね。
子どもでよかったです。頑張りましょう。頑張れば、もっともっと大きい人間になれる
のですから･･･。
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